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研究成果の概要（和文）：本研究では、ホールシステム・アプローチによる集団的対話をベースにして、保育者養成校
および保育現場で活用できる保育研修プログラムの開発と実践，評価法の検討を行った。World Cafeを活用した研修・
演習プログラムを中心に、現職の保育者対象の研修会，学生を対象とした実習指導や演習，子育てや教育に関する地域
での対話において実践を行なった。保育者省察尺度、集団雰囲気尺度などを用いた事前-事後評価では、実施後の得点
が高く示され、一定の効果があったことが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examines the training programs for nursery teachers and students that 
can be utilized in working nurseries and training schools for nusery teachers based on group dialogues in 
support of a whole system approach.
 Training and practical exercise programs making use of World Cafe were implemented in workshops for 
working nursery school teachers and practical guidance and training exercises for students, as well as in 
local-level dialogues pertaining to child-rearing and education. Evaluations carried out beforehand and 
afterward using assessment tools that included a Reflection Scale for Nursery Teachers and a Group 
Atmosphere Scale showed higher scores after implementation, demonstrating a certain degree of 
effectiveness.

研究分野：教育社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
今日，保育現場においては，職員の資質向
上を目的とした園内外の研修の重要性が強
調されており，とりわけ保育者が“共に学び
合うこと”の重要性が注目されてきている．
保育の専門職像として「反省的実践家」がし
ばしば取り上げられるように，自らの日々の
保育の“振り返り（reflection）”を行う能力
は，保育者として不可欠な資質と考えられて
おり，振り返りを通して浮かび上がった課題
が，個々の保育者の研修課題や，園の課題へ
と集約され組織的な取組へと繋がるものと
なりうる． 
このことは養成課程の学生についても同
様であり，特に実習指導において自らの実習
体験の振り返りが重要な教育課題となって
いる．すなわち，共に学び合い振り返りを行
う能力をいかに醸成するかは，現職研修や養
成課程の主要なテーマのひとつでもあると
いう現状がある． 
しかしながら，自らの体験をもとに“振り
返り”を促す学習は必ずしも容易ではない．
自ら体験したエピソードを想起し，整理した
うえで，客観的に捉え直しながら解釈してい
くその一連の作業には，必然的に時間が掛か
り，学習の内容やレベルに差が出やすく，他
者からの客観的な視点を入れないと考えが
広がらないことも多い．実際，保育研修にお
いても，一人ひとりの実践を振り返る十分な
時間が持てず，自らの実践に指導・コメント
をもらうことが少なかったり，園外での研修
は日程調整や時間の確保が難しかったりと，
身近なメンバー同士で，効果的に進められる
研修方法が求められてきた． 
そうした中で，和田ら(2010)は近年，組織
管理や人材開発などの分野で注目されてい
るホールシステム・アプローチに着目し，こ
れを保育現場や保育者養成への学びに適用
することを提案している． 
ホールシステム・アプローチとは，メンバ
ーが一同に会してテーマに従った対話
（dialogue）を重ねることで，組織が抱える
課題を発見し，解決方法の探索を促すための，
いくつかの話し合いの手法を指している．同
時に，対話による学習を繰り返すことによっ
て，メンバー自身の変容（成長）が促される
という側面もある． 
そこで筆者らは，組織変革を由来とするこ
うした手法を，組織課題の解決だけでなく，
個人課題の発見と解決のプロセスや，省察力
を高める学習場面に応用し，保育者の学びと
して実践する試みを行うこととした．特徴と
して，①省察型研修の性格がより強く，課題
発見，すなわち「自分たちが何を学ぶべきな
のか（どのように変わることが求められてい
るのか）」を発見することも主要なテーマと
なること，②会話とその共有が中心で，必ず
しもワークを必要としないこと，③個別の園
課題だけでなく，養成段階を含めた教育・保
育のさまざまな場面に広く適用可能な基盤

となる話し合いの手法の開発を目指すこと，
といった特徴があり集団的な対話と，対話を
通した省察に焦点が当てられているもので
ある．筆者らは，こうした試み，すなわち保
育における対話を中心とした参加者同士の
学び合いの一連の手法を，「対話型アプロー
チ」と位置づけることとした．  
 
２．研究の目的 
本研究では，園内研修の実態と研修ニーズ
の把握と，対話型アプローチによる研修プロ
グラムの開発および実践，評価法の開発と実
証的検討の３つを目的に設定した． 
(1)園内研修の実態と研修ニーズの把握 
 保育現場を対象とした調査により，現在行
っている園内研修，とりわけ対話型研修の実
態や，現在未達成の内容，今後期待される内
容等について把握することで，対話型アプロ
ーチによる研修プログラムの開発の基本的
な方向性を探ることを目的とした． 
(2)対話型アプローチによる研修プログラム
の開発および実践 
 現職の保育者を対象として，World Café
を始めとする対話型アプローチを活用した
研修を開発，実践することを目的とした．同
時に“将来の保育者”である保育者養成校の
学生を対象に，授業や実習指導においても同
様の対話型のプログラムによる実践を行う
ことを目的とした．さらに，次のステップと
して，保育者や学生が，将来は自らがファシ
リテーターとなって対話型の研修を運営す
ることができるよう，対話の進め方やテーマ
の決め方などについても分かりやすくまと
めることも目的とした． 
(3)評価法の開発と実証的検討 
 対話型アプローチに基づく保育研修や養
成課程での学習の成果ついては，現在のとこ
ろ十分な評価手法が確立されていない．そこ
で本研究では，質問紙調査や，参加者の自由
記述の内容分析などにより，研修の効果を多
角的に捉えうる評価法の開発を行うことを
目的とした． 
 
３．研究の方法 
(1)園内研修の実態と研修ニーズの把握 
①Ａ県内の主任保育士研修会の参加者を対
象として，園内研修についての対話型アプロ
ーチによる話し合いに続いて，各自が所属す
る園での園内研修の状況等について問う自
由記述による調査を行った． 
②一法人内の保育所職員合同で継続的に実
施された研修回において，参加者が記したワ
ークシートの内容分析から，自分自身，およ
び自らの園についての課題意識を探った． 
(2)対話型アプローチによる研修プログラム
の開発および実践 
①World Café を始めとするホールシステ
ム・アプローチの諸手法を取り入れながら，
保育現場や養成課程の実態に合わせたプロ
グラムの開発を行なった． 



②上記により開発したプログラムを，現職の
保育者を対象とした研修，養成課程の学生を
対象とした実習指導や演習，地域の教育力向
上を目的とした実践のそれぞれにおいて実
践を行った． 
 (3)評価法の開発と実証的検討 
①対話型アプローチの効果については，杉村
ら(2006,2009)の保育者省察尺度，木本(2011)
の集団雰囲気尺度を始めとする自記式評定
尺度を用いて実践の前後で測定を行ない，そ
の変化を検討した． 
②保育をテーマとした対話の成果について，
養成課程から現職まで継続的な比較を可能
とするため，保育者省察尺度について学生を
対象にデータ収集を行ない，妥当性を検討し
た． 
 
４．研究成果 
(1)園内研修の実態と研修ニーズの把握 
①Ａ県内の主任保育士研修会の参加者対象
調査：「現在行っている園内研修での研修内
容」については，全ての職員で行うものは保
育内容，行事，危機管理，事例検討等が，一
部の職員のみで行うものについては気にな
るこの対応，子どもの発達・園児の様子，危
機管理等が多く挙げられた．「現在は実施し
ていないが，今後園内研修で行ってみたい内
容」については，対話型研修をはじめ，「保
育内容・すぐに役立つ研修」，「年齢別研修」，
「他クラスの保育参観」などが挙げられた．
園内研修の年間実施回数では，月 1回程度が
多く見受けられた．「園内研修を満足させる
ために必要なものは何か」については，時間
や負担に関する内容と，雰囲気づくり，コミ
ュニケーション，共通理解に関する内容多く
挙げられた．「対話型研修の可能性」につい
ては，自由でオープンな雰囲気や，多様なア
イデアの共有，年齢や立場を超えた対話など，
カフェの利点が反映された内容が多く挙げ
られた一方で，テーマの難しさや，時間的制
約や全体で行うことの困難さを指摘した内
容もみられた．「今後，園内研修のために工
夫したいこと」についても，雰囲気や場づく
り，テーマ設定のほか，研修時間の確保や，
研修の進め方に関する内容もみられた． 
②継続的に行われた保育カンファレンス研
修の参加者対象の調査：保育者がファシリテ
ーターを務めて発表を行う研修を通して，よ
り研修の進め方や内容に関する記述，研修と
実践に関する記述が出てきていることから，
学んだ内容とそれを活かした実践を行って
いくことによる保育場面での気づき，課題の
発見があったと考えられた．また，園ごとの
記述の分析から，カンファランスの進め方，
エピソード記録の取り方，保育の質向上，職
員間の対話が多く記述されていることから
研修を通して共通して意識していたことが
明らかになった．一方で，多忙な中で中々保
育所内の職員が対話をすることが難しい状
況にあるなどの共通点が示唆された． 

 
(2)対話型アプローチによる研修プログラム
の開発および実践 
①プログラム開発 
これまで筆者らは，World Caféを活用した
プログラムを中心に実践を進めてきた．しか
しこの手法は全員が一同に会して座席移動
を繰り返しながらグループ単位での対話を
行うため，園内研修など現職の保育者を対象
とした研修においては，十分な研修時間が確
保できなかったり，少人数で行う場合には必
ずしも適切な手法であるとは限らないとい
う実情が浮かび上がってきた．また，養成課
程における演習や実習指導においては，個々
人の会話時間が必ずしも保証されておらず，
経験や考えが十分に語られ受け止められず
に終わる可能性があること，経験や振り返り
の質によって学習内容やレベルに差が出や
すいことなどの課題があることが明らかと
なった． 
そこで本研究では，World Café と同様に
ホールシステム・アプローチの一手法である
AI（Appreciative Inquiry）の中から，ミニ・
インタビュー（ハイポイント・インタビュー）
のセッションを参考に，2人 1組の対話をベ
ースとする研修プログラムを検討した．一定
の時間を要する対話とその内容のまとめの
段階においては，全員が一同に会することな
く，2人 1組で行うことができるため，園内
研修のように時間が限られた状況や，少人数
であっても実践でき，かつ，個人の能力や経
験の違いに合わせた対話を行いやすいプロ
グラムを目指して開発したものである ． 
 一方，現職の保育研修においては，集団で
の話し合いにとどまらず，最新の科学的知見
や社会動向の習得や，専門性の高いケース検
討など，適切な知識や情報を組織外から取り
入れることが求められることもある．そこで，
組織にどのような研修ニーズがあるのかを
アセスメントした上で，対話型アプローチを
中心としながら，課題解決型のプロジェクト
学習による研修も期待される．そこで実際に
一法人内の複数の保育施設を対象とし，組織
および個人のニーズのアセスメントとニー
ズに合わせた研修プログラムの試案を作成
した． 
また，養成課程の演習においても同様に，
課題解決型の学習が求められているという
実情をふまえ，古屋ら(2013)による訓練プロ
グラムのうち，後半の対話型アプローチをベ
ースとしながら，保育者養成課程の学習内容
に合わせて演習案を作成し，その試行を行っ
た．以下の実践例で紹介する． 
 
②プログラム実践 
本研究のフィールドは，現職の保育者対象
の研修会，学生を対象とした実習指導や演習
等，地域における実践に分けられる． 
 現職の保育者対象の研修会については，
World Caféを活用した実践と，継続的カンフ



ァレンスによる課題解決型のプロジェクト
学習を行った実践が挙げられる． 
学生を対象とした実習指導や演習において
は，World Caféを活用した実践，AIミニ・
インタビューを活用した実践，課題解決型学
習などの演習等が挙げられる．また，保育者
養成とは異なるが，教職大学院における「特
別活動指導の課題と実践」の授業テーマとし
て対話型アプローチを取り上げ，中学校での
実践を行った例を紹介した． 
地域における実践については，地域での家庭
教育セミナーの参加者，および学生が参加し
積極的に関与して行われる地域交流事業の
実践を対象にWorld Caféを活用した実践を
行った． 
上記以外にも，筆者らはこれまで，教育・
保育のさまざまな領域において対話型アプ
ローチの実践を進めてきた．それらは上村ら
(2015)において概観している． 
 
(3)評価法の開発と実証的検討 
①対話型アプローチの効果 
 第 1に，World Caféを活用した実践におい
て，学生を対象とした先行研究では，保育者
省察尺度，階層的コミットメント尺度，集団
雰囲気尺度を用いてカフェの実施前後で参
加者に評価させており，保育者省察尺度のう
ち「保育者自身」「子どもの考慮」「他者との
交流」，および集団雰囲気尺度において，い
ずれも Café 後には有意に得点が上昇した．
本研究における三浦らの実践では，保育者省
察尺度と集団雰囲気では事後に得点が上昇
し，先行研究と同じ結果となった．一方，階
層的コミットメント尺度では「専門職への志
向」のみが有意となり，先行研究とは異なっ
た．なお，三浦らは無記名の質問紙調査でこ
の結果を得ており，データの対応を取らずに
平均値比較をした場合においても，有意差が
認められている点が特徴である． 
また，Café実施前後で保育者効力感と，感
情状態とを測定した別の実践では，Café実施
後では保育者効力感が高まり，「保育の仕事
に向いている」と感じ，感情状態においても
ポジティブな変化が示された． 
以上は学生を対象としているが，現職の保
育者などを対象にWorld Caféを活用した実
践においても，保育者や養成校教員を対象に
4 つの実践を行い，保育者省察尺度と集団雰
囲気尺度を測定し，おおむね学生と共通した
結果を得ている．また，地域における実践に
おいては，Café後には集団雰囲気尺度の得点
が上昇し，肯定的な自己評価が多く，対話内
容の「リフレクション」に関する項目に年齢
差が認められ，成長した子を持つ親世代と，
若い世代とは質的に違った視点を持ちなが
ら対話に臨んでいることが伺われた．また，
カフェ事後評価項目と相互独立的－相互協
調的自己観との間にも関連が示唆された． 
 第 2に，古屋ら(2013)による訓練プログラ
ムの効果については，TEGやコミュニケーシ

ョン不安尺度，リーダーシップ効力感尺度，
ビック５生活特性尺度により測定し検討し
た．その結果，TEGについては NP,FC尺度
得点が向上し，AC 尺度得点が低下すること
が示され，先行研究をほぼ再現する結果とな
った．また，5 場面各 4 項目計 20 項目から
なるコミュニケーション不安尺度では，対初
対面，スピーチ，大集団内，小集団内場面の
４つの場面の下位尺度得点で訓練前後の有
意な変化が認められ，いずれも訓練後では得
点が低下していた．リーダーシップ効力感尺
度は P行動とM行動それぞれに関する 10項
目からなり，いずれも訓練後では得点が向上
した．ビック 5性格特性尺度では有意な変化
はみられなかった．以上の結果は保育をテー
マとしたものではないが，課題解決型の学習
を進める上での評価指標の一つとなりうる
と考えられる．今後の課題として，保育者養
成課程や，現職におけるプロジェクト型の研
修での実践を通して測定を行ない，妥当性を
検討していくことが求められるであろう． 
 第 3に，AIミニ・インタビューを活用した
実践においては，保育者省察尺度の測定が試
みられており，対話の自己評価が高い群では
省察尺度の得点も高い結果が得られてはい
るものの，事例が少なく，いまだ十分な根拠
とはなっていない．AIミニ・インタビューの
実践データについては今後の蓄積が期待さ
れるとともに，現職保育士を対象とした AI
の実践研究については未着手である．これら
についても今後の課題である． 
②保育をテーマとした対話の成果 
保育者省察尺度について学生を対象にデ
ータ収集を行ない，構造的妥当性を検討した．
杉村ら(2009)と同様の手続きによる因子分析
の結果，因子パターンは，“保育者としての
信念”に関する項目などに一部の相違がみら
れるものの，おおむね杉村らに一致している
ことが明らかとなった．また，旧版の尺度
(2006)による比較であるが，学生と現職間の
比較では，「保育者自身に関する省察」と「子
どもに関する省察」の合計得点，および「自
分の長所・短所を踏まえながら保育を行う」，
「保育とはどういうことか考える」，「子ども
の言動に気をつける」，「あらかじめ子どもの
行動や態度を予測しておく」などの項目で学
生に比べ現職の得点が高いことが示された． 
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